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国東半島の６首長が両子寺に集結
　10月31日（水）、両子寺で行われた「国東半島・
宇佐の文化と観光を語るシンポジウム」での六郷
鬼龍太鼓のパフォーマンス。ライトアップされた
境内で勇壮な舞と太鼓が披露されました。

受章・受賞おめでとうございます

国東半島・宇佐の文化と観光を語る
シンポジウム

まちの話題

くらしの情報コーナー
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受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

国東市文化の日表彰

松

　村

　
　
　勝 

さ
ん

（
国
見
町
竹
田
津
）

　
平
成
５
年
４
月
か
ら
19
年

間
、
国
見
町
岡
区
長
を
務
め
ら

れ
、
地
域
の
指
導
者
と
し
て
地

方
自
治
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

長

　廣

　正

　光 

さ
ん

（
武
蔵
町
丸
小
野
）

　
東
京
都
の
武
蔵
大
学
と
の
交

流
事
業
で
、
大
学
生
の
農
業
体

験
の
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
、

交
流
事
業
を
中
心
的
に
支
え
て

き
ま
し
た
。

近

　藤

　利

　明 

さ
ん

（
安
岐
町
瀬
戸
田
）

　
平
成
11
年
４
月
か
ら
13
年

間
、
西
安
岐
地
区
公
民
館
長
と

し
て
地
区
公
民
館
活
動
や
青
少

年
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

赤
根
善
神
王
祭
保
存
会

（
河
野
英
雄
会
長
・
国
見
町
赤
根
）

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
善
神
王
祭
」
を
、
長
年
に
わ

た
り
伝
承
・
保
護
さ
れ
て
い
ま

す
。

国
東
町
高
良
地
区

（
郷
司
寿
幸
地
区
長
・
国
東
町

横
手
）

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
ホ
ー
ヤ
ク
祭
り
」
を
、
長
年

に
わ
た
り
伝
承
・
保
護
さ
れ
て

い
ま
す
。

丸
小
野
子
供
修
正
鬼
会
保
存

会
（
中
野
雄
二
会
長
・
武
蔵

町
丸
小
野
）

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
丸
小
野
子
供
修
正
鬼
会
」を
、

長
年
に
わ
た
り
伝
承
・
保
護
さ

れ
て
い
ま
す
。

安
岐
町
川
舟
祭
保
存
会

（
木
付
親
次
会
長
・
是
松
章
三

会
計
・
安
岐
町
下
原
）

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
川
舟
祭
」
を
、
長
年
に
わ
た

り
伝
承
・
保
護
さ
れ
て
い
ま

す
。

功
労
表
彰

　
11
月
３
日
（
土
）
文
化
の

日
、
い
こ
い
の
村
国
東
で
、

平
成
24
年
度
国
東
市
文
化
の

日
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
で
は
、
長
年
に
わ
た

り
同
一
の
職
や
各
種
役
員
を

務
め
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

方
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
模

範
と
な
る
よ
う
な
行
い
を
し

た
方
な
ど
、
６
個
人
・
５
団

体
の
皆
さ
ん
に
三
河
明
史
市

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
河
市
長
が
「
本
日
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
尊

敬
と
感
謝
の
念
を
さ
さ
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
地

域
の
た
め
、
本
市
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
、
小
野
弘
利
県

議
、
野
田
忠
治
市
議
会
副
議

長
、
福
田
洋
祐
区
長
会
長
が

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
近
藤
利
明

さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

ぜ
ん 

じ
ょ 

う 

ま
つ
り
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中学生の｢税についての作文｣ 入賞者（敬称略）
別府税務署長賞
　伊　藤　杏　奈　（武蔵中２年）　
南九州税理士会別府支部支部長賞
　安　田　結　茉　（安岐中３年）　
別府支部宅建業税務協議会支部長賞
　友　末　琴　乃　（国東中２年）　
別府小売酒販組合理事長賞
　西　田　千佳子　（武蔵中３年）
別府地区納税貯蓄組合連合会優秀賞
　佐　保　京　香　（武蔵中２年）

小学生の｢税に関する書写｣ 入賞者（敬称略）
大分県租税教育推進協議会賞
　渡　邉　巧　巳　（国東小６年）
別府・杵築・速見・東国東地区租税教育推進協議会賞
　清　末　里　奈　（安岐小６年）
　佐　藤　礼　菜　（国東小６年）
　膳　所　千　香　（国東小６年）
　松　本　彩　佳　（国東小６年）

中学生の｢税についての作文｣ 入賞者（敬称略）
別府税務署長賞

平成24年度「税を考える週間」行事

秋
の
叙
勲

大
分
県
功
労
者
知
事
表
彰

瑞
宝
単
光
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

（
消
防
功
労
）

瀬

　田

　和

　夫 

さ
ん

（
国
東
町
鶴
川
）

元
国
東
市
消
防
司
令

（
地
方
自
治
功
労
）

清

　國

　仁

　士 

さ
ん

（
国
東
町
富
来
）

国
東
市
議
会
議
員

吉

　田

　宏

　信 

さ
ん

（
武
蔵
町
糸
原
）

　
平
成
11
年
９
月
か
ら
、
13
年

間
保
護
司
と
し
て
活
動
し
、
社

会
秩
序
の
安
定
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

谷

　口

　博

　信 

さ
ん

（
安
岐
町
瀬
戸
田
）

　
平
成
12
年
９
月
か
ら
、
12
年

間
保
護
司
と
し
て
活
動
し
、
社

会
秩
序
の
安
定
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。善

行
表
彰

安
岐
町
国
際
人
育
成
会

（
木
付
親
次
会
長
・
安
岐
町
瀬

戸
田
）

　
安
岐
中
学
校
と
韓
国
彦
州
中

学
校
と
の
交
流
事
業
に
対
し
、

物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
支

援
で
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
社
会
福
祉
保
健
功
労
）

加

　藤

　和

　信 

さ
ん

（
国
東
町
安
国
寺
）

大
分
県
柔
道
整
復
師
会
会
長

　
長
年
の
功
績
を
た
た
え
る
秋

の
叙
勲
を
、
国
東
市
か
ら
次
の

方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章

（
中
小
企
業
振
興
功
労
）

中

　田

　博

　之 

さ
ん

（
国
見
町
伊
美
）

国
東
市
商
工
会
会
長

栄
誉
章
表
彰

穴

　見

　知

　典 

さ
ん

（
安
岐
町
馬
場
）

　
テ
ク
ノ
２
９
３
ク
ラ
ス
全
日

本
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手

権
ア
ン
ダ
ー
17
ク
ラ
ス
で
準
優

勝
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章

（
郵
政
行
政
事
務
功
労
）

岐

　部

　修

　一 

さ
ん

（
国
見
町
櫛
来
）

元
九
州
郵
政
研
修
所
副
所
長
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第
１
部

「
国
東
半
島
・
宇
佐
の
文
化
・

　
　
　
　
　
　
文
化
財
の
魅
力
」

　
第
１
部
で
は
、Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
の

納
富
昌
子
さ
ん
と
、
彫
刻
家
で
あ
り
、

奈
良
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
せ
ん
と
く
ん
」
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も

あ
る
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
教
授
の
籔

内
佐
斗
司
さ
ん
と
の
対
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
対
談
で
は
、
籔
内
教
授
が
初
め
て
宇

佐
・
国
東
半
島
を
訪
れ
、
神
社
仏
閣
を

回
っ
て
み
て
、
奈
良
県
の
飛
鳥
と
同
じ

よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
た
こ
と
や
、
神

仏
習
合
を
日
本
人
の
本
来
の
信
仰
の
あ

り
方
だ
と
感
じ
た
こ
と
、
ま
た
、
観
光（左から）籔内さん、納富さん

資
源
と
し
て
の
文
化
財
保
護
の
重
要
性

な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

第
２
部

６
市
町
村
長
が
語
る

「
各
市
町
村
が
持
つ
文
化
と

　
　
　
　
　
　
　
観
光
の
魅
力
」

　
第
２
部
で
は
「
わ
が
市
・
町
・
村
の

自
慢
」
と
し
て
６
市
町
村
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
文
化
と
観
光
の
魅
力
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　
三
河
明
史
市
長
は
、
両
子
寺
や
文
殊

仙
寺
、
ケ
ベ
ス
祭
り
、
修
正
鬼
会
な
ど

を
紹
介
し
、「
仕
事
に
疲
れ
た
都
会
の

方
が
、
国
東
の
寺
々
を
回
り
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
中
に
身
を
お

い
て
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
、
元
気

を
回
復
し
て
日
常
に
帰
っ
て
い
く
。
そ

ん
な
国
東
に
多
く
の
方
に
来
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
国
東
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
納
富
さ
ん
の
司
会
で
、

「
国
東
半
島
・
宇
佐
の
真
の
魅
力
」
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

司
会
　
こ
の
地
域
に
全
国
か
ら
人
々
が

来
て
も
ら
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き
か
？
　
ま
た
、

連
携
の
あ
り
方
は
？

　
10
月
31
日
（
水
）、
安
岐
町
の
両
子
寺
で
、
宇
佐
市
、
豊
後
高
田
市
、
姫
島
村
、

国
東
市
、
杵
築
市
、
日
出
町
の
６
市
町
村
長
が
一
堂
に
会
し
て
、
文
化
や
観
光
に
つ

い
て
話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
東
半
島
・
宇
佐
の
文
化
を

守
る
会
（
会
長
・
永
松
博
文
豊
後
高
田
市
長
）
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場
に

は
観
光
や
文
化
財
関
係
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
会
長
の
永
松
市
長
が
「
宇
佐
・
国
東
半
島
の
市
町
村
長
全
員
が
集
ま
る
初
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
観
光
振
興
に
向
け
て
お
お
い
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
森
竹
嗣
夫
県
観
光
・
地
域
振
興
局
長
が

「
広
域
的
な
取
り
組
み
の
中
で
、
地
域
の
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源
に
さ
ら
に
磨
き
を

か
け
、
い
っ
そ
う
魅
力
的
な
観
光
地
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第
１
部

「
国
東
半
島
・
宇
佐
の
文
化
・

文
化
財
の
魅
力
」

第
１
部
で
は
、Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
の

資
源
と
し
て
の
文
化
財
保
護
の
重
要
性

な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

第
２
部

６
市
町
村
長
が
語
る

10
月
31
日
（
水
）、
安
岐
町
の
両
子
寺
で
、
宇
佐
市
、
豊
後
高
田
市
、
姫
島
村
、

国
東
市
、
杵
築
市
、
日
出
町
の
６
市
町
村
長
が
一
堂
に
会
し
て
、
文
化
や
観
光
に
つ

い
て
話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
東
半
島
・
宇
佐
の
文
化
を

国
東
半
島・宇
佐
の
文
化
と
観
光
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
満
月
の
夜
、両
子
寺
で
・・・」

や
ぶ

う
ち  

さ
　
と
　
し
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司
会
　
昭
和
の
町
を
作
っ
た
経
緯
は
？

永
松
博
文
豊
後
高
田
市
長
　
商
店
街
の

３
分
の
１
く
ら
い

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

下
り
て
い
た
の

で
、「
何
を
し
て

も
ダ
メ
な
ら
、
後

ろ
向
き
に
向
い
て
み
よ
う
」
と
少
し
ず

つ
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
東
半
島
を
訪
れ
る
観
光
客

は
、
別
府
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
が
、
別

府
で
１
泊
、
国
東
半
島
で
１
泊
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
企
画
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

司
会
　
宇
佐
神
宮
を
中
心
と
し
た
宇
佐

の
文
化
圏
を
国
東
半
島
と
と
も
に
も
っ

と
世
の
中
に
訴
え
て
い
く
方
法
は
？

是
永
修
治
宇
佐
市
長
　
宇
佐
か
ら
国
東

半
島
の
共
通
項
を

考
え
る
と
、「
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

と
い
う
も
の
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

人
気
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
宇
佐
神

宮
に
ヒ
ッ
ト
祈
願
に
訪
れ
た
ら
、
若
い

女
性
客
が
増
え
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

す
。
国
東
の
と
み
く
じ
の
〝
宝
く
じ
〞

神
社
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
の
よ
う
な
切
り
口
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

三
河
明
史
国
東
市
長
　
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
子
授

け
の
両
子
寺
や
文

殊
仙
寺
の
合
格
祈

願
な
ど
、
不
思
議

な
部
分
を
売
り
こ

ん
で
い
っ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の

大
友
氏
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
エ
ル

サ
レ
ム
へ
行
っ
た
ペ
ト
ロ
岐
部
カ
ス

イ
、
日
出
町
の
加
賀
山
半
左
衛
門
、
サ

ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
の
竹
田
市
な
ど
、
キ
リ

シ
タ
ン
ベ
ル
ト
と
し
て
の
売
り
込
み
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
６
市
町
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史

を
つ
な
い
で
、
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
て

い
く
よ
う
な
連
携
の
仕
方
が
あ
り
そ
う

で
す
が
？

工
藤
義
見
日
出
町
長
　
日
出
町
が
料
亭

と
し
て
復
活
さ
せ

た
的
山
荘
は
、
東

京
や
大
阪
な
ど
か

ら
た
い
へ
ん
多
く

の
方
が
食
事
に

や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
観
光
資
源
に
磨
き
を

か
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
こ

れ
か
ら
も
、
た
び
た
び
顔
を
合
わ
せ
て

知
恵
を
出
し
あ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

司
会
　
最
後
に
、
こ
の
国
東
半
島
に
い

き
づ
く
仏
た
ち
を
、
す
ば
ら
し
さ
を
ど

う
や
っ
て
世
に
伝
え
ま
し
ょ
う
？

山
門
や
参
道
に
置
か
れ
た
竹
灯
篭
の
幻
想
的
な
光

各市町村がお茶やお菓子を“おせったい”

境内を埋めた大勢の参加者

籔
内
教
授
　
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て

「
あ
そ
こ
は
良
か
っ
た
よ
」
と
〝
口
コ

ミ
〞
で
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
と
て
も

強
い
で
す
。「
ま
た
行
き
た
い
。
よ
か
っ

た
」
と
人
に
伝
え
て
も
ら
う
に
は
〝
お

い
し
い
も
の
〞
と
〝
思
い
出
の
残
る
よ

う
な
お
土
産
〞
が
必
要
で
す
。
そ
れ
ら

が
観
光
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

森
竹
県
観
光
・
地
域
振
興
局
長
　
す
ば

ら
し
い
文
化
、
お
い
し
い
食
べ
物
な
ど

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
情

報
発
信
が
必
要
で
す
。
６
市
町
村
長
の

熱
意
を
受
け
止
め
て
、
日
本
全
国
に
す

ば
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
は
、
国
東
市

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
年
末
・
年
始
（
12

月
29
日
〜
１
月
４
日
・
午
後
４
時
〜
５

時
30
分
）
特
別
番
組
で
放
送
予
定
で
す
。

藤
本
昭
夫
姫
島
村
長
　
姫
島
に
は
宿
泊

施
設
が
あ
る
の

で
、
島
に
泊
ま
っ

て
い
た
だ
く
な

ど
、
特
色
を
い
か

し
た
連
携
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
杵
築
の
城
下
町
を
歩
い
て
み
ま

し
た
が
、
江
戸
時
代
に
紛
れ
込
ん
だ
か

の
よ
う
な
町
並
み
の
保
存
状
態
の
良
さ

に
は
驚
き
ま
し
た
。
城
下
町
と
し
て
の

連
携
は
？

八
坂
恭
介
杵
築
市
長
　
修
復
し
た
杵
築

城
は
、
現
在
で
は

杵
築
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
て
い
ま

す
。
古
事
記
に
出

て
く
る
姫
島
、
六

郷
満
山
文
化
、
昭
和
の
町
か
ら
江
戸
の

町
と
い
う
よ
う
な
歴
史
文
化
の
連
携
が

取
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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◆投票資格
　●年齢要件
　　平成４年12月17日までに生まれた方
　●住所要件（国東市で投票できる方）
　　平成24年９月３日までに転入届を提出
し、引き続き国東市に住所がある方
　※詳細は下記までお問い合わせください。
◆投票について
　投票は３種類あります。衆議院議員総選挙
は、小選挙区選出議員選挙（国東市は第３区）
と比例代表選出議員選挙の２種類です。あわせ
て最高裁判所裁判官国民審査が行われます。
　それぞれの投票方法は、下記のとおりです。
●衆議院小選挙区選出議員選挙…候補者の氏
名を書いて投票します。
●衆議院比例代表選出議員選挙…政党名を書
いて投票します。

●期日前投票所等一覧

◆当日投票所一覧　12月16日（日）

※最高裁判所裁判官国民審査は、12月５日（水）から12月８日（土）までの間は投票できません。衆議院議員総選挙と
最高裁判所裁判官国民審査の両方の投票ができるのは、12月９日（日）以降となっておりますので、ご注意ください。

※当日投票は入場整理券記載の投票所で行ってください。

12月16日（日）
午前７時～午後７時

問い合わせ　国東市選挙管理委員会　☎0978－72－5199

衆議院議員総選挙
「その一票  笑顔で歩む  明日を築く」　

●最高裁判所裁判官国民審査…やめさせた方
がよいと思う裁判官について、その氏名の
上の欄に「×」印を書いて投票します。や
めさせた方がよいと思う裁判官がない場合
は、何も記入せずに投票してください。

◆投票所入場整理券について
　投票所入場整理券は、12月５日頃に郵送の予
定です。
◆期日前投票について
●期日前投票所の場所及び開設期間
　国東期日前投票所（アストくにさき）以
外は開設期間が投票日前の７日間となって
いますので、お間違えのないようお願いい
たします。
　期日前投票は市内どこの投票所でも投票
することができます。

　衆議院の解散にともない、12月16日（日）に衆議院議員総選挙が行われます。
　今回の選挙は、衆議院における私たちの代表を選ぶ大切な機会です。また、総選挙にあわせて
最高裁判所裁判官国民審査も行われます。私たち一人ひとりの声を国政に反映させるためにも、
あなたの大切な１票をぜひ投じてください。

投票日

投票所名
竹田津投票所
伊美投票所
熊毛投票所
来浦投票所
富来投票所
上国崎投票所
豊崎投票所
国東第１投票所
国東第２投票所

投票所名
旭日投票所
武蔵第１投票所
武蔵第２投票所
武蔵第３投票所
西武蔵投票所
朝来投票所
西安岐投票所
安岐投票所
南安岐投票所

投票所の名称
旭日地区公民館
武蔵保健福祉センター
糸原公民館
すこやか館
西武蔵地区公民館
あさぎりの郷
安岐保健センター
安岐小学校体育館
南安岐地区公民館

投票所の名称
竹田津地区農村環境改善センター
国見生涯学習センター
熊毛地区農村環境改善センター
来浦体育館
富来地区公民館
上国崎地区公民館
旧豊崎小学校体育館
国東中学校体育館
アストくにさきマルチホール

期日前投票所名

国東期日前投票所

国見期日前投票所
武蔵期日前投票所
安岐期日前投票所

開設期間

12月５日（水）～12月15日（土）
午前８時30分～午後８時

12月９日（日）～12月15日（土）
午前８時30分～午後８時

開設場所
アストくにさき　
５日（水）～９日（日）１階ロビー
10日（月）～15日（土）マルチホール
国見生涯学習センター（みんなんかん）
武蔵総合支所　別棟１階会議室
安岐保健センター
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問い合わせ　国東市産業創出課　　　☎0978－72－5183（直通）
　　　　　　国東市雇用促進協議会　☎0978－72－5178（直通）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://kunisaki-koyou.com/

セミナー日程表

◎国東発！地産地消のペットフード
　国東市ビジネスプランコンテストでグランプリを受
賞した地産地消のペットフードシリーズに続いて、今
度は数名のセミナー利用者が協力してペット用クリス
マスギフトの販売を目指す動きも出てきています。今
後の展開が楽しみな県内ではまだ珍しい取り組みで
す。

◎もったいない食材活用セミナー
　未活用食材を使った新商品を開発できるスキルを身
につけるこのセミナーですが、セミナー利用者の中の
数名が任意団体「ごえんざ」を立ち上げ、市内で行わ
れたふるさと祭りで新商品販売に挑戦しました。リ
ピーターや完売する商品も出たことはメンバーの今後
の自信につながっています。

※講師・日程等については、変更する場合がございますので、国東市雇用促進協議会ＨＰ（http://kunisaki-koyou.com/）にてご確認ください。

自然分野

おもてなし分野

セミナー状況（一部）を紹介します

国東の幸お届け便を発行しよう 座長  本山秀樹 氏
　12月20日（木）午後７時～９時　いこいの村国東富貴の間

エネルギー
潮湯再生【定員20名】 座長  中野伸哉 氏
　12月13日（木）午前10時～正午　ごえんざ

伝承分野
七島イ表織りと工芸のセミナー 座長  細田利彦 氏
　12月11日（火）午後２時～４時　二豊製畳㈲両子工場

観光オセッタイ　　　　 座長  中野伸哉 氏
　12月11日（火）午後２時～４時　みんなんかん第１学習室

国東らしいグリーンツーリズム 座長  後藤裕之 氏
　12月11日（火）午後７時～９時　いこいの村国東富貴の間

もったいない分野
古家再生　　　　 座長  中野伸哉 氏、今冨正幸 氏
　12月13日（木）午後３時～５時　ごえんざ前集合

国東発！地産地消のペットフード 座長  松林智宣 氏
　１月８日（火）午後２時～４時　旧国東保育園

もったいない食材セミナー 座長  本山秀樹 氏
　１月８日（火）午後７時～９時　いこいの村国東富貴の間

基本スキル
ネーミングとロゴデザイン講座 座長  中野伸哉 氏
　12月13日（木）午後１～３時　ごえんざ

採用年月日　平成25年４月１日
申込期限　12月14日（金）
試　　験
　期日　12月21日（金）（応募者には別途通知します）
　会場　国東市民病院
　内容　作文試験、面接試験、健康診断

昭和58年４月２日以降に生ま
れた方で、看護師の免許を有
する人

看護師

応募資格職種名

若干名

募集人員

応募書類　当院の専用申込書（ホームページか
ら取得できます）または市販の履歴
書用紙（A３版）に写真を貼付し免
許証の写しと併せて提出

提出方法　郵送または持参（ただし、14日必着
とします）

その他の受験資格等
※地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該
当する人は受験できません。

申し込み・問い合わせ
〒873-0298　大分県国東市安岐町下原1456番地
国東市民病院　庶務課　庶務係
☎0978－67－1211

でで院で院で病病院民病民市民市東市東市東東市民病院国東市民病院では国国東東市市民民病病院院でではは
職員を募集していますすますますいまいまていていしてして集集し集募を募員を員を職員職員 募集しています職職員員をを募募集集ししてていいいいまますす
国東市民病院では
職員を募集しています
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問い合わせ　上下水道課 ☎0978－72－5197　　　　　　　　　　 国見総合支所 地域産業建設課 ☎0978－82－1114
　　　　　　武蔵総合支所 地域産業建設課 ☎0978－68－1113　　安岐総合支所 地域産業建設課 ☎0978－67－1116

問い合わせ　環境衛生課　☎0978－72－9001

●こんな時は凍結に注意
　冬場に長期間留守にする場合や、気温が氷点下４℃以下になると水道が凍結
しやすくなります。屋外、北側で日が当たらない場所、風当たりの強いとこ
ろ、むき出しになっている水道管などは特に注意が必要です。
　ご自宅の水道は大丈夫でしょうか？天気予報に注意して水道管を凍結から守りましょう。 

●予防対策
　屋外に露出している水道管は、保温材（発砲スチロール）などを巻くことをお勧めします。 
　メーターを保護するために、メーターボックスの中に使い古しの毛布や布切れ、発泡スチロー
ル等を入れると保温効果があります。
●凍結したときは・・・
　自然に解けるのを待つか、タオルなどを巻き付けてぬるま湯をゆっくりとかけてください。
　※熱湯だと水道管を破裂させるおそれがあります。
●万一、水道管が破裂したら・・・
　水道メーターから蛇口までの漏水については、個人の所有物であるため市では修理できませ
ん。使用される皆さんが、水道工事店（市の指定給水装置工事事業者）へ修理を依頼してください。
　また、凍結が原因となる漏水や、地上に出ている配管の漏水、給湯器等の漏水は減額免除をす
ることができません。日頃から水道管等の管理をきちんとしましょう。
　水道メーター（メーターガラス）の破損や、水道メーター付近の漏水につきましては下記まで
ご連絡ください。

　公共下水道が使用できるようになった区域では、くみ取り式トイレは水洗式に改造し、浄化槽式
トイレは速やかに浄化槽を廃止し、台所や風呂場等からの排水とともに、直接公共下水道に流すた
めの排水設備工事をしていただくことになっています。
　まだ、水洗化がされていないようでしたら、早めに排水設備工事をして公共下水道に接続をお願
いします。

　昨年と同様に、今冬も全国的に企業や家庭で
の節電が呼びかけられています。夏に引き続
き、無理のない範囲で節電にご協力をお願いし
ます。
　冬の電力需要は、ピークが朝から夜にかけて
長くなだらかになる傾向にあります。また、家
庭の電力需要は、家族が帰宅する夕方から増え
始め、全体の電力需要に占める割合も大きくな
ります。特に、家庭での電力使用が増える夕方
以降の時間帯午後６時から９時の節電にご協力
をお願いします。
期間　平成24年12月３日（月）～平成25年３月

29日（金）の平日（年末年始は12月31日～
１月４日を除く）の午前８時から午後９時

エアコン

照明

テレビ

待機電力

～できることから、そして続けて取り組みましょう～できる とから そして続けて取り組みまし うできる とから そしして続続けてて取り組みまし う
冬の節電にご協力をお願いします

水道管の凍結にご注意ください！

下水道への接続はお済みですか？

家庭での取り組みの例
・重ね着などをして、室温20℃を
心がけましょう

・窓には厚手のカーテンを掛けま
しょう

・不要な照明をできるだけ消しま
しょう

・画面の輝度を下げましょう
・必要な時以外は消しましょう

・リモコンではなく、本体の主電
源を切りましょう

・使わない機器はプラグを抜いて
おきましょう
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問い合わせ　市民健康課　戸籍住民係　☎0978－72－5166

住民基本台帳の閲覧者を公表します

問い合わせ　市税・各種保険料　　　税務課　収納対策係　　　　☎0978－72－5162
　　　　　　保育所保育料　　　　　福祉事務所　家庭福祉係　　☎0978－72－5164
　　　　　　市営住宅使用料　　　　土木建築課　住宅係　　　　☎0978－72－5179
　　　　　　上下水道使用料　　　　上下水道課　管理係　　　　☎0978－72－5197
　　　　　　ケーブルテレビ使用料　広報室　ケーブルテレビ係　☎0978－73－0200

問い合わせ　税務課　収納対策係　☎0978－72－5162

　税務課では、夜間納税相談窓口を毎月２回開設しています。
　納税相談のほか、市税や各種保険料の納付もできます。仕事帰り等にご利用ください。
　なお、使用料については納付できませんので、ご注意ください。
　　　開設日時　　毎月10日・25日　午後５時～８時
　　　　　　　　　【土・日・祝日の場合は翌日（平日）の開庁日となります】
　　　　　　　　　12月は10日（月）と25日（火）です。
　　　開設場所　　国東市役所本庁１階　税務課内

12月は滞納整理強化月間です

夜間納税相談窓口をご利用ください税務課からのお知らせ

　市税（市県民税・固定資産税・軽自動車税）や各種保険料（国民健康保険税・介護保険料・後期
高齢者医療保険料）及び使用料（保育所保育料・市営住宅使用料・上下水道使用料・ケーブルテレ
ビ使用料）等について、期限内に納めた方との公平性を確保し、納税者の信頼を得るために、徴収
強化対策に取り組んでいます。
　今年度も12月を「滞納整理強化月間」として、訪問徴収・電話催告などの徴収強化に取り組みます。

　住民基本台帳法に基づき、この１年間の国東市の住民基本台帳の閲覧状況をお知らせします。対
象者は７件でした。

（平成23年11月１日～平成24年10月31日）

閲覧申出者
日本銀行情報サービス局
　　局長　　鮎瀬　典夫

総務省情報通信国際戦略局
　　局長　　利根川　一

日本放送協会
　営業局長　畑中　富雄
日本銀行情報サービス局
　　局長　　鮎瀬　典夫
ＮＨＫ大分放送局
　　局長　　早見　英一
内閣府大臣官房政府広報室
　　室長　　別府　充彦
ＮＨＫ大分放送局
　　局長　　早見　英一

利用目的
第49回生活意識に関する
アンケート調査

通信利用動向調査

テレビ放送に関する
アンケート調査
第50回生活意識に関する
アンケート調査

６月全国個人視聴率調査

国民生活に関する世論調査

11月全国個人視聴率調査

閲覧年月日

平成23年11月24日

平成23年12月１日

平成24年１月17日

平成24年３月30日

平成24年５月15日

平成24年６月６日

平成24年９月13日

閲覧にかかる住民の範囲
安岐町瀬戸田・富清・中園
 15名
国見町西方寺・国東町見
地・武蔵町狭間・安岐町朝
来（各地区43名）172名
国見町伊美・大熊毛
 24名
国東町綱井・鶴川
 15名
国東町北江・富来浦
 14名
安岐町瀬戸田
 27名
国東町北江・富来浦
 14名
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⑧ ～国東小学校～学校じまん・園じまん教育の里づくり

国
東
小
学
校
　
岡
原
詔
浩
校
長
・
児
童
数
　
２
６
５
人

☎
０
９
７
８

72

１
４
１
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://syou.oita-ed.jp/kunisaki/kunisaki/
学校じまん・園じまんりりりくくくくくくくくくくりりりりくくくくくくくりりりりりりりくくくくくくくりりりりりりりくくくりりくくくくくくくりり里里里づづづ里里里里里里里づづづづづづづ里里づづづづづくくくくくくづづづづづくくくくくくくづづづづづづづづづくくづづづづづ里育育育育ののののののの育育のののの育育のののののの育育育の育 里の里里里里里のののののの里里里里のののの里里里里里里の里里里里育育育育育育育育育育育育育教教教育育育育育育育育育教育育育育育育教教教教育育育育育育育育育育育育育育育 くくく里里里里里里教 のののののののののののののの教 のののののの教 りりりりりのののののののののののの づづづづ りりりりり教教 ののの教教教教 くく里里里里里里里里育教教育育育育 くくくくくくくくくくくくくく里里里里教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育教教教教教教教教育教教教教教 づ教教教教教教教育育教育育育育育育育ののののののの里里里里里里里づづづづづづづくくくくくくくりりりりりりり教育の里づくり

８・６平和集会～地域・保護者の方 と々一緒に～ 国語の学力向上に取り組んでいます

　
室
町
時
代
の
正
平
６
年
（
１
３
５
１
年
）
に
築
城
さ
れ
、

以
後
10
代
２
３
０
年
に
わ
た
り
田
原
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
飯

塚
城
の
城
址
に
建
つ
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
国
東
小
学
校
は
、

明
治
６
年
創
立
、
今
年
、
１
４
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
平
成

22
年
度
に
上
国
崎
小
学
校
と
統
合
、
今
年
度
豊
崎
小
学
校
と

統
合
し
、
児
童
数
２
６
５
人
で
新
た
な
る
国
東
小
学
校
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
学
校
教
育
目
標
『
気
づ
き
　
考
え
　
実
行
す
る

国
小
の
子
ど
も
の
育
成
』
の
も
と
、「
考
え
る
子
」「
思
い
や

り
の
あ
る
子
」「
元
気
な
子
」を
め
ざ
す
子
ど
も
像
と
し
、【
凡

事
徹
底
〜
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
当

た
り
前
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
〜
】

を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
校
の
特
色
の
一
つ
は
、
学
校
図

書
館
を
活
用
し
た
教
育
活
動
で
す
。

「
本
に
親
し
み
、
意
欲
的
に
学
び
、

考
え
を
伝
え
合
う
児
童
の
育
成
」
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
の
学
力

向
上
戦
略
事
業
の
指
定
を
受
け
、
国

語
の
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
人
材
を
生
か
し

た
ク
ラ
ブ
活
動
、
歌
声
サ
ー
ク
ル

『
ソ
レ
イ
ユ
』や
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ『
た
ん
ぽ
ぽ
』の
方
々
と
協
働
し
、

行
事
創
造
（
８
・
６
平
和
集
会
、
メ

ロ
デ
ィ
ー
ブ
ッ
ク
祭
等
）
な
ど
、
家

庭
・
地
域
と
と
も
に
歩
む
本
校
で
す
。

　市では、高齢者の安全で安心な暮らしを守る
ために、救急医療情報キット「あんしんバトン」
を配布しています。
救急医療情報キットとは？
　救急医療情報キットとは、急病などの緊急時
に備え、かかりつけ医療機関、緊急連絡先など
の情報を記載した用紙を、専用の容器に入れて
冷蔵庫に保管しておき、緊急時に駆けつけた救
急隊員等が適切な救急医療活動を行うために活
用するものです。
なんで冷蔵庫？
　ほとんどのご家庭で冷蔵庫は台所にあるの
で、いち早く見つけることができます。また、

専用容器

マグネットシール
（冷蔵庫にはって
 ください）

緊急連絡
カード

救急医療情報キット「あんしんバトン」
冷蔵庫は頑丈ですので、災害時等でもキットを
取り出す事ができます。
配布の対象は？
　国東市内に居住する65歳以上（昭和23年４月
１日以前生まれ）の方のみで生活され、配布を
希望する世帯です。
ご利用の際のお願い
○保管した情報は、常に最新のものに更新して
ください。また、更新した場合は下記窓口ま
でご連絡ください。

救急隊員の声
○傷病者が話せない場合に、正確な住所、氏
名、生年月日を知ることができた。

○独居老人の場合に、家族や近親者へ救急搬送
したことを伝える事ができた。また、救急隊
から連絡先に繋がらなかった時に、搬送先医
療機関に伝えて連絡を取ってもらうことがで
きた。

○傷病者が軽症の場合、かかりつけの病院へ連
絡し、搬送についての指示を受けることがで
きた。

申し込み・問い合わせ　福祉事務所　　家庭福祉係　　　☎0978－72－5164
　　　　　　　　　　　国見総合支所　地域市民健康課　☎0978－82－1112
　　　　　　　　　　　武蔵総合支所　地域市民健康課　☎0978－68－1112
　　　　　　　　　　　安岐総合支所　地域市民健康課　☎0978－67－1114

安心を
備えましょう
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問い合わせ　教育委員会学校教育課　☎0978－73－0066

　国東町見地の農事組合法人見地生産組合（茅嶋俊博組合長）が、平成24年度
全国優良経営体表彰で、全国担い手育成総合支援協議会長賞を受賞しました。
　これは、農林水産省と全国担い手育成総合支援協議会が、意欲と能力のある
農業者の一層の経営発展を図るため、農業経営の改善や地域農業の振興に優れ
た功績をあげた農業者を表彰するもので、同組合は全国からの36事例に選ばれ
ました。
　平成２年に設立され、平成15年に法人化された同組合は、農地の一元管理と
機械化による省力化、低コスト化を図りながら品質・生産性の向上に努めてき
ており、水田農業のモデル経営体として期待されています。

入園対象児　５歳児…Ｈ19年４月２日～Ｈ20年４月１日に生まれた幼児
　　　　　４歳児…Ｈ20年４月２日～Ｈ21年４月１日に生まれた幼児
　　　　　３歳児…Ｈ21年４月２日～Ｈ22年４月１日に生まれた幼児
保　育　料　4,500円／月　　　降園時間　午後２時
入園申込書　各市立幼稚園、学校教育課で、入園希望者に直接お渡しします。
受付期間　平成24年12月14日（金）～平成25年１月15日（火）
　　　　　午前９時～午後４時30分（ただし、土・日・祝日及び年末年始を除く）
受付場所　入園希望者は申込書に必要事項をご記入のうえ、希望する幼稚園へ提出してください。
市立幼稚園一覧

10月31日（水）、秋田市で
表彰式が行われました

（左から）表彰式に出席した山吹営農組合の
神田組合長、宇都宮日出子さん

農業振興に貢献・各種表彰

平成25年度 市立幼稚園の園児募集について平成25年度 市立幼稚園の園児募集について

見地生産組合が優良経営体表彰

　11月15日（木）、別府市のホテル別府パストラルで東部地区農
業振興大会が開催され、農業振興に優れた功績をあげた団体・個
人が表彰されました。国東市からは集落営農の部で、農事組合法
人山吹営農組合（国東町原・神田龍己組合長）、地域功労個人の
部で宇都宮務さん（故人）・日出子さんご夫妻（安岐町馬場）、山
田秀夫さん（国東町小原）が受賞しました。
　山吹営農組合は、飼料用の水稲栽培で直播栽培に取り組むな
ど、技術向上に努め低コスト農業を実践しています。宇都宮さん
は、七島イを長年栽培するとともに、後継者の育成にも尽力され
ました。山田さんは、ストック・ヒマワリなど高品質な花き栽培
に長年取り組んできました。また、市内直売所への出荷生産組合
長として安全安心な農産物の提供に努めてきました。

東部地区農業振興大会

電話番号
☎0978－82－1205
☎0978－84－0628
☎0978－83－0459
☎0978－74－1212
☎0978－72－0352
☎0978－67－0415
☎0978－67－0175

対　象
５歳児

４・５歳児

３・４・５歳児

住　所
国見町中850番地
国見町竹田津3610番地１
国見町小熊毛62番地２
国東町富来浦677番地４
国東町綱井2980番地１
安岐町下原2071番地
安岐町中園210番地１

園　名
国見中央幼稚園
竹田津幼稚園
熊毛幼稚園
富来幼稚園
旭日幼稚園
安岐幼稚園
安岐中央幼稚園
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大恩子ども神楽

10月28日のかかし設置の様子

富来路に200体のかかしが登場‼11月
10日

　11月10日（土）、とみくじマラソン応援前夜祭が、文渓里の
会（藤本貞夫会長・大恩寺区長）主催で、国東町富来の八坂社
で行われました。
　マラソン大会の
安 全 祈 願 に 続 い
て、地区内のコー
ス沿いに設置した
“かかし”のライト

アップ点灯式、地元の大恩子ども神楽などが行われました。
　旧大恩小学校区の活性化に取り組もうと結成された同会で
は、マラソン参加者に楽しく走ってもらおうと、地区の皆さ
んの協力で、修正鬼会や峯入りの様子を再現した手作りのか
かし約200体を10月末から展示していました。

（左から２人目）世界チャンピオン・イスラエルのアーロン選手

くにさきの風を受け梅園カップを開催11月
3・4日

　15回目の開催となった梅園カップ2012が、ウインドサーフィン
の世界チャンピオンと国内プロ選手を含む85人の選手を迎え、11
月３日（土）・４日（日）に安岐町塩屋海岸で開催されました。
　今大会では、最近人気のスタンド
アップパドルボードの競技も加わ
り、全13レースの熱戦が繰り広げら
れました。また、ビーチイベントでは
恒例の宝探しやお楽しみ広場が開催
され多くのギャラリーが訪れました。

じゃんけんゲーム

竹田津小で世代間の交流事業 10月
30日

　10月30日（火）、竹田津小学校（橋本邦彦校長・児童31人）
で「竹っ子ふれあい収穫祭」が行われ、招待された26人の
老人クラブの皆さんが児童との交流を楽しみました。
　児童たちが歌やちょるちょる音頭を披露した後、高齢者と
児童が全員でじゃんけんやしりとりゲームを楽しみました。
また、イモ植えや収穫作業に協力した鬼籠区老人クラブの皆
さんへ、児童から手作りの感謝状が贈られました。続いて、
収穫したサツマイモを使い、石がきもちやイモご飯などを
作り、みんなでおいしく食べました。
　鬼籠区老人クラブの田口義徳さんは「行事に参加することで学校が身近に感じられます。今後も協力し
て竹田津小を盛りあげていきたいです」と話していました。

くにみ苑に笑顔がいっぱい 11月
15日

　11月15日（木）、国東地区難病友の会（畑野光子会長）の皆さん
が国見町の養護老人ホームくにみ苑を訪れ、相撲甚句や詩吟、カラ
オケ、踊りなどを披露しました。
　同会の訪問は昨年に続いて２回目で、畑野会長は「昨年のお礼の
笑顔に感激しました。今年も会員と家族、ボランティアで準備をし
ましたので、楽しんでください」とあいさつ。
　手作りのカレンダーなどのプレゼントや抽選会、地元のボラン
ティアの皆さんによるお茶の接待も行われ、楽しい交流の時間とな
りました。
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国見子育て支援センターの利用者の皆さんとグループの皆さん

特別ゲストの藤波辰爾さんがスターターを務めました

ジュースの早飲み大会

ソニーセミコンダクタ（株）が社会貢献11月
19日

　国東町のソニーセミコンダクタ（株）大分テクノロジーセ
ンターの「燦活動グループ（大森基伸代表）」から、市内の
子育て支援センターに本やぬいぐるみなど320点を寄贈して
いただきました。社会貢献活動に取り組む同グループが、使
わなくなった本やおもちゃを社内で募ったもので、４月の放
課後児童クラブへの寄贈に続いて２回目となりました。
　11月19日（月）、国見子育て支援センターで贈呈式が行わ
れ、同グループのメンバー５人から寒田源策市社会福祉協議
会国見支所長代理へ手渡されました。

将来は役者になるかも
塩屋俊監督が国東小児童とワークショップ 11月

20日
　臼杵市出身の塩屋俊監督が、11月24日（土）開催の国東
市青年演劇祭を前に、11月20日（火）、アストくにさきで
ワークショップを行いました。
　塩屋監督と、監督のプロデュースする演劇の出演者など９
人が、国東小学校の６年生児童52人とゲームなどで交流し
ました。
　10人ほどが輪になって、１人が好きなポーズをとり、隣
の人がまねて次々と伝えていく「ポーズ回し」や、全体を２
つのグループに分け、人文字で「３」や「小」などをつくる
速さを競うゲームなどを行いました。これらはコミュニケー
ションプログラムと呼ばれ、監督が主宰する俳優学校で、役者の基礎となる最初のレッスンでも行われるものです。
　塩屋監督は「今日のゲームも人との関わりが大切でした。これからもいろいろな人と関わっていきますが、相手の
気持ちを考えることが大切です」と話していました。

国東発信！がんばるで大分　商工会物産展 11月
17・18日

　11月17日（土）・18日（日）の２日間、国東陸上競技場で
国東市商工会主催のチャリティ物産展が行われました。７月の
大分県北部豪雨災害で被害を受けた地域の中小事業者を支援し
ようと、県内各地の商工会からさまざまな物産やグルメが集ま
り販売されました。ステージイベントでは、キッズダンスやマ
グロの解体ショー、ジュースの早飲み・てんぷらの早食い大
会、特産品が当たる抽選会などが行われました。
　初日はあいにくの雨でしたが、２日目は好天に恵まれ、２日
間で約3,500人という多くの来場者でにぎわいました。

雨ニモマケズ  風ニモマケズ  とみくじマラソン11月
11日

　11月11日（日）、全国から4,017人が参加して、第23回仏の
里くにさきとみくじマラソン大会が開催されました。この日
は、大会始まって以来初めてとなる強い風と雨が降る天候とな
りましたが、開会式とスタート・ゴール地点を陸上競技場内か
ら、体育館と外の駐車場に変更して各レースが行われました。
　大会運営にはたくさんのボランティアが協力しており、コー
スに設けられた給水所では、中学生や高校生、地元の皆さん
が、雨に濡れた選手に温かい声援を送りました。
　また、昼前には雨も上がり、ゴール後は名物の“いころ鍋”が
振る舞われました。

さん
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問い合わせ　国東保健センター　　　　　　　☎0978－73－2450
　　　　　　国見総合支所　地域市民健康課　☎0978－82－1112
　　　　　　武蔵保健福祉センター　　　　　☎0978－68－1184
　　　　　　安岐総合支所　地域市民健康課　☎0978－67－1114

自殺予防普及啓発講演会が開催されました

～伝えていますか　「あなたが大事」～
心をつないで命を守ろう

国見保健福祉センターでの養成講座

あなたのこころの健康づくりづづづづづづ康康康康健康健康健健健健健健ののののののろろろろろろここここここここここのこのこのののたのたのたのたたたなたなたなたなななあなあなあなああああああ くくづくくくくりりりりりりあなたのこころの健康づくり

　９月28日（金）、アストくにさきで、夜回り先
生こと水谷修先生を講師に迎え、自殺予防普及啓
発講演会を開催しました。
　講演は「今、あなたに伝えたいこと　～かけが
えのない命について～」というテーマで行われ、
参加した中学生から高齢者まで幅広い年代の方々
約450人が、水谷先生からの熱いメッセージを受
けとりました。ここでは、アンケートに寄せられ
た声の一部を紹介します。

◎子どもの世界でおきていることは、大人の世界そのままの姿だと改めて思った。
◎９回ほめて１回叱れ！市民一丸となって
◎「８・３運動」にかかわりたい。（※８・３運動とは、子どもたちが登下校をする午前８時と
午後３時に街頭に立ち声かけや見守りをする活動のこと）
◎命あることを大事にし、人のために少しでも頑張ります。
◎今から優しい言葉で家庭の中を包むよう心がけます。
◎ほめることの大切さを学んだ。子ども社会だけでなく、大人社会でもほめることが大事。
◎体を動かすことの大事さ＝心の健康

民生児童委員対象のゲートキーパー養成研修
　自殺対策の人材育成事業として、民生委員・児童委員を対象としたゲートキーパー養成講座を10
月から11月にかけて市内５会場で開催し、119人が受講しました。医師や臨床心理士を講師に迎
え、自殺の現状や危険因子、心理状態やこころ・からだの症状等について学びました。

ゲートキーパーの役割として

　★気づき・・・家族や仲間の変化に気づいて声をかける
　★傾　聴・・・本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
　★つなぎ・・・早めに専門家に相談するように促す
　★見守り・・・温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

　このような小さな善意の「お節介」が大切と学びました。
また、民生児童委員だけではなく、ボランティアや家族、市
民の誰もが、ゲートキーパーの役割が果たせることが大切と
いうことを学びました。
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こころを つなぐ まちづくり

　「差
別
」
と
い
う
「
落
と
し
穴
」

　大
分
合
同
新
聞
の「
お
じ
さ
ん
図
鑑
」に「
う

ぬ
ぼ
れ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
の
飛
鳥
圭
介
さ
ん
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　何
か
と
い
う
と
、
他
人
を
否
定
す
る
男
が
い

る
。　「あ

あ
、
あ
れ
は
ね
、
最
低
な
や
つ
で
す
。

芸
術
家
で
は
な
く
俗
人
で
す
。
第
一
、
顔
が
下

品
で
服
装
も
ダ
サ
イ
」

　「あ
ん
な
小
説
家
の
本
を
よ
く
読
み
ま
す

ね
。
文
章
が
な
っ
ち
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
文
体
も

誰
か
の
猿
ま
ね
で
す
よ
」

　「あ
の
俳
優
は
大
根
で
す
。
ま
と
も
な
人
な

ら
見
ま
せ
ん
よ
。
そ
の
く
せ
本
人
は
う
ま
ぶ
っ

て
い
る
か
ら
ね
」

　当
た
る
を
幸
い
、
ぶ
っ
た
切
る
。
酒
が
入
る

と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
世
の
中
で
活
躍
し
て

る
人
や
有
名
人
を
次
か
ら
次
へ
と
や
り
玉
に
挙

げ
る
。

　実
は
ご
本
人
も
そ
こ
そ
こ
名
の
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
な
の
だ
が
、「
自
分
以
外
」
全
部
ダ

メ
ら
し
い
。
彼
の
他
人
を
否
定
す
る
言
葉
の
裏

に
は
、
強
烈
な
「
う
ぬ
ぼ
れ
」
が
透
け
て
見
え

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　若
い
と
き
の
「
う
ぬ
ぼ
れ
」
は
「
不
安
」
と

表
裏
一
体
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
い
く
ら
激
し

い
言
葉
で
他
人
を
否
定
し
て
も
、「
不
安
」
が

見
え
隠
れ
す
る
の
で
か
わ
ゆ
い
。

　い
い
年
を
し
た
人
間
の
「
う
ぬ
ぼ
れ
」
は
、

「
不
安
」が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
、
む
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
の
で
み
っ
と
も
な
い
。
他
人
否
定
は

（
歪
ん
だ
）
自
己
肯
定
で
し
か
な
く
、
聞
き
苦

し
い
。

　他
人
は
、
総
じ
て
自
分
よ
り
優
れ
て
い
て
、

評
価
す
べ
き
も
の
と
考
え
た
い
。

　人
間
が
、
自
尊
感
情
（
自
己
肯
定
）
を
も
つ

こ
と
は
、
大
変
大
切
な
こ
と
で
す
。
自
分
を
大

事
に
し
な
い
人
の
多
く
は
他
人
を
も
大
事
に
し

ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
「
人
権
感
覚
（
人
権
を
尊

重
し
よ
う
と
す
る
）」
が
低
い
の
で
す
。
し
か

し
、
自
分
を
大
切
に
す
る
（
か
わ
い
さ
）
あ
ま

り
、
他
人
を
「
貶
め
る
」
言
動
に
走
る
と
、「
人

権
侵
害
」
に
な
る
の
で
す
。
私
た
ち
生
身
の
人

間
は
、
こ
の
「
落
と
し
穴
」
に
ま
ん
ま
と
嵌
め

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　私
た
ち
は
、
自
分
の
立
ち
位
置
を
「
善
」
と

し
、
そ
の
対
極
に
「
悪
」
を
常
に
置
い
て
、
精

神
の
安
定
を
図
ろ
う
と
し
ま
す
。「
悪
」
を
排

除
す
る
こ
と
は
「
当
た
り
前
」
で
「
正
義
」
で

あ
る
の
で
、
罪
悪
感
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
心
理
作
用
が
、「
排
除
」「
忌
避
」「
抑

圧
」「
攻
撃
」「
軽
蔑
」
意
識
を
生
み
、「
差
別
」

の
温
床
と
な
る
の
で
す
。

　「部
落
差
別
」
も
、「
私
た
ち
」
人
間
の
生
活

の
営
み
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
シ
キ
タ
リ
や
宗

教
に
こ
じ
つ
け
て
「
偏
見
」
と
「
決
め
付
け
」

を
繰
り
返
し
な
が
ら「
作
ら
れ
た
」も
の
で
す
。

　お
互
い
尊
敬
し
合
い「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
自
分
以
外
を
「
悪
」
と

す
る
精
神
作
用
を
否
定
し
、
自
分
と
同
様
に

「
認
め
受
け
入
れ
よ
う
」
と
努
め
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　飛
鳥
さ
ん
の
い
う
「
う
ぬ
ぼ
れ
」
で
済
め
ば

「
か
わ
い
い
」
も
の
で
す
が
、
人
権
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
「
差
別
」
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
な

い
よ
う
自
分
自
身
を
戒
め
た
い
も
の
で
す
。

文
責
：
生
涯
学
習
課

　長
木

〜
第
６
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

　
　「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」
応
募
作
品
〜

泣
き
虫
の
愚
息
彼
女
を
連
れ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
国
東
町
　
　
富
田
　
久
子

親
思
う
子
よ
り
も
親
は
倍
思
う

　
　
　
　
　
　
　
安
岐
町
　
　
浅
井
　
幸
一

☆
同
和
問
題
学
習
会
（
隣
保
館
）

　
　
12
月
13
日
（
木
）　
午
後
２
時
〜

　
問
い
合
わ
せ

　
　
国
東
市
隣
保
館

　
　
☎
０
９
７
８

68

１
７
２
２

お
知
ら
せ

お
と
し

15 2012.12



ら
か
室
長
市

ら
か
室
長
市

ら
か
室
長
市

は
ち
に
ん
こ

は
ち
に
ん
こ

は
ち
に
ん
こ

11月
18日
No.19

国
東
市
長

　
　
三
河
　
明
史

　
11
月
８
日
（
木
）
か
ら
11
月
14
日
（
水
）
に
か
け
て
の
一
週
間
、
東
京
の
高
級

店
「
明
治
屋
」
の
広
尾
店
な
ど
４
店
舗
で
、
初
め
て
の
国
東
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
明
治
屋
の
店
舗
は
、
ほ
と
ん
ど
が
首
都
圏
の
高
級
住
宅
街
に
あ
り
、
広
く
て
清

潔
な
店
舗
内
に
は
全
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
品
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
売
れ
る
と
い
う
こ
と
は
一
流
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
明
治
屋
に
は
、
私
が
大
分
県
の
東
京
事
務
所
勤
務
の
折
、
県
の
物
産
を
扱
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
市
長
に
な
っ
て
か
ら
１
年
８
カ
月
余
り
で
す
が
、
国

東
市
の
物
産
を
機
会
あ
る
ご
と
に
売
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、

同
社
の
常
務
か
ら
「
国
東
市
の
物
産
フ
ェ
ア
を
や
ら
な
い
か
。」
と
声
を
か
け
ら

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
私
は
産
品
へ
の
情
報
不
足
等
の
理
由
か
ら
、
今
一
つ
自
信

が
無
く
躊
躇
し
て
い
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
今
年
６
月
に
、
国
東
高
校
の
「
海
の
ト
マ
ト
」
50
パ
ッ
ク
が
、
同
社

広
尾
店
で
３
時
間
で
完
売
し
て
、
よ
う
や
く
自
信
を
持
ち
ま
し
た
。
海
の
ト
マ

ト
、
激
辛
ゆ
ず
胡
椒
、
橋
上
の
梨
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
温
州
ミ
カ
ン
、
味
一
ネ
ギ
、

干
し
エ
ビ
、
味
付
け
タ
コ
、
太
刀
魚
の
干
物
、
日
本
酒
、
焼
酎
（
国
東
市
内
の
酒

蔵
産
の
も
の
）
等
々
を
同
社
の
バ
イ
ヤ
ー
の
人
と
厳
選
し
な
が
ら
東
京
に
送
り
ま

し
た
。

　
ま
だ
総
括
は
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
明
治
屋
の
担
当
者
の
話
で
は
、
消
費
者
の
評

判
は
か
な
り
良
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
売
れ
行
き
の
良
か
っ
た
も
の
は
、
定
番

商
品
と
し
て
継
続
的
に
販
売
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高
級
店
の
定
番

商
品
に
な
る
、
こ
れ
が
狙
い
で
し
た
。
高
級
店
で
継
続
的
に
販
売
し
て
も
ら
え
る

こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　
高
品
質
の
も
の
は
幾
つ
か
の
高
級
店
で
扱
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
他
の
国
東
の
産

物
も
安
全
安
心
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
ス
ー
パ
ー
や
道
の
駅
で
販
売
し
、
農
家
や
水

産
業
従
事
者
の
所
得
を
上
げ
る
。
そ
れ
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　「
私
た
ち
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
だ
。」
と
常
々
、
職
員
に
も
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
自
信
を
持
っ
て
国
東
市
を
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

募
集
期
間  

12
月
10
日（
月
）〜
20
日（
木
）

国
東
市
民
憲
章（
案
）へ
の

　
　
　
　
　意
見
を
募
集
し
ま
す

『
め
ざ
せ
！
セ
ー
ル
ス
マ
ン
』

  

国
東
市
民
憲
章（
案
）

　わ
た
し
た
ち
国
東
市
民
は
、
豊
か
な
自

然
と
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
文
化
を
尊

び
、
誇
り
と
責
任
を
感
じ
、
さ
ら
に
心
豊

か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一

　自
然
を
愛
し
、
緑
豊
か
な
美
し
い
ま

ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一

　伝
統
に
学
び
教
養
を
高
め
、
文
化
の

か
お
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一

　人
権
を
尊
重
し
、
平
和
で
住
み
よ
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一

　働
く
こ
と
に
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
、
活

力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一

　絆
を
深
め
、
心
身
と
も
健
康
で
明
る

い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　市
民
活
動
の
規
範
と
な
る
市
民
憲
章
の
策
定
に
向
け
て
、
市
民
の
代
表
者
で
構
成
す
る

市
民
憲
章
策
定
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
次
の
と
お

り
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

◎
意
見
の
提
出
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
て
、
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
（kikaku@

c
ity.kunisaki.lg.jp

）
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※

電
話
で
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

◎
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
７
３

０
５
０
２

　
国
東
市
国
東
町
田
深
２
８
０

２

国
東
市
役
所
　
政
策
企
画
課

　
☎
０
９
７
８

72

５
１
６
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
８

72

１
８
２
２

◎
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

・
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行
い

ま
せ
ん
。

・
意
見
は
賛
否
自
体
を
問
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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豆知識 各図書館では毎月、時代小説やノンフィクション、大河ドラマなどいろいろな
テーマに沿った本の展示をしています。

書館ガエル現る!?図書書館ガエルル現るる!?!?図書館ガエル現る!?

図書館カレンダー

は国見図書館のみ休館日。
は４館休館日。

おはなしひろば

おはなし会

クリスマス会（おはなしと工作）

おはなしのへや

移動図書館　吉広地区

　　８日（土）午前９時３０分～　国見図書館
　１４日（金）午前９時３０分～　熊毛幼稚園・保育所
　２１日（金）午前９時３０分～　竹田津保育所

　　９日（日）午前１０時３０分～
クリスマス会
　２４日（月）午後２時～　アストくにさき　マルチホール

　　８日（土）午前１０時３０分～

　１２日（水）午後３時３０分～
　１５日（土）午後３時～
　２６日（水）午後３時３０分～
１月５日（土）午前１０時３０分～

　２０日（木）午後１時３０分～２時

開館時間 午前10時～午後6時

問い合わせ
国見図書館　　  ☎0978-82-1585
くにさき図書館  ☎0978-72-3500

武蔵図書館　☎0978-69-0946
安岐図書館　☎0978-67-3551

図 書 館 行 事 の ご 案 内
国見図書館

くにさき図書館

安岐図書館

武蔵図書館

　「読書もいいけど映画もね！」ということで今回この本を紹介させて
いただきます。
　第１章では映画教育の意義や海外の映画教育について。フランスでは
映画教育というものが学校教育に組み込まれているということに驚きま
した。
　第２章ではこどもたちへの映画上映・制作に関わる各団体の取り組み
など。
　そして第３章では『こども映画プラス』というこどもに見せたい映画
を専門に扱うサイトが選んだ名作50作品が紹介されています（ドレミ
の歌を歌う作品、指が光る宇宙人が登場する作品など）。
　この本で紹介された映画の中から作品を選び、年末に家族で映画鑑賞
というのもよいのでは？

キネマ旬報社（編）

　安岐図書館にひそむ緑色の物体、その名も
“ばっくん”（安岐図書館職員の一人はそう呼ん
でいます）。
　このカエルは今年の５月中旬あたりから安岐
図書館に住みついています。
　１日いなくなっても次の日には同じ場所に
帰ってきています。そろそろ冬眠しないといけ
ないのではないかなぁ…と思っていた矢先、い
なくなってしまいました（11月７日を最後に）。
　冬眠の準備に入ったのでしょうか。また来年
もひょっこり顔を出してくれることを期待して
います。

安岐図書館の外窓にカエルの“ばっくん”

１　月

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

日 月 火 水 木 金 土

１２月２８日（金）、１月３１日（木）は資料整理のため休館です。
１２月２９日（土）～１月３日（木）は年末年始休館です。
開館時間　午前10時～午後６時

『「こどもと映画」を考える　　　　　　　　
　　１３才までに見せたい名作映画５０ガイド』

12　月

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

日 月 火 水 木 金 土
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█ 国東市役所　　　☎（0978）72-1111（代）
█ 国見総合支所　　☎（0978）82-1111（代）
█ 武蔵総合支所　　☎（0978）68-1111（代）
█ 安岐総合支所　　☎（0978）67-1111（代）
█ 国東市消防本部　☎（0978）72-1101
█ 国東市民病院　　☎（0978）67-1211（代）

催
し

開
運
！
く
に
さ
き
Ｋ
ト
ラ
市

日
時　

12
月
16
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

国
東
町
小
原

　
　
　

黒
津
崎
駐
車
場

内
容

　
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

で
、
農
産
物
、
海
産
物
、
加
工

品
等
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
国

東
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会

も
あ
り
ま
す
。

問
　
国
東
市
商
工
会
青
年
部

☎
０
９
７
８

72

２
０
０
０

漁
師
の
朝
市　

新
鮮
な
魚
介

類
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す

国
見

日
時　

12
月
29
日
㈯

　
　
　

午
前
７
時
〜

場
所　

竹
田
津
漁
港

問　
竹
田
津
港
浜
市
実
行
委
員
会

☎
０
９
７
８

84

０
７
５
４

国
東

日
時　

12
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜

場
所　

銀
た
ち
の
郷

問
　
銀
た
ち
の
郷

☎
０
９
７
８

73

２
１
７
０

武
蔵

日
時　

12
月
30
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜

場
所　

里
の
駅
む
さ
し

問
　
里
の
駅
む
さ
し

☎
０
９
７
８

69

０
０
５
６

※ 

い
ず
れ
も
売
切
れ
次
第
終
了

   （
予
約
可
）

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
に

つ
い
て

○
燃
え
る
ご
み

　

年
末
は
12
月
29
日
㈯
ま
で
収

集
し
ま
す
。

　

12
月
30
日
㈰
〜
１
月
３
日
㈭

は
収
集
を
し
ま
せ
ん
。

○
燃
え
な
い
ご
み

　

年
末
は
通
常
通
り
収
集
し
ま

す
。
年
始
（
１
月
１
日
㈫
〜
３

日
㈭
）
は
収
集
を
し
ま
せ
ん
。

　

１
月
１
日
㈫
の
収
集
地
区
は

１
月
７
日
㈪
に
、
１
月
２
日
㈬

の
収
集
地
区
は
１
月
８
日
㈫

に
、
１
月
３
日
㈭
の
収
集
地
区

は
１
月
９
日
㈬
に
収
集
し
ま
す
。

○ 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご

み
の
直
接
搬
入

　

年
末
は
12
月
28
日
㈮
ま
で
搬

入
で
き
ま
す
。（
受
入
時
間
は

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　

12
月
29
日
㈯
〜
１
月
３
日
㈭

は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

問
　
環
境
衛
生
課

☎
０
９
７
８

72

９
０
０
１

国
東
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
８

74

０
９
２
１

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

平
成
24
年
度
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

こ
の
調
査
は
12
月
31
日
現
在

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
票
は

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
の
間

に
調
査
員
が
持
参
す
る
か
、
郵

送
で
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

問政
策
企
画
課　

政
策
企
画
係

☎
０
９
７
８

72

５
１
６
１

障
害
者
虐
待
防
止
講
演
会

日
時　

12
月
12
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

武
蔵
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

講
師

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

准
教
授　

平
野
亙 

氏

問福
祉
事
務
所　

障
が
い
福
祉
係

☎
０
９
７
８

72

５
１
６
４

手
話
通
訳
派
遣
事
業

利
用
内
容

　

個
人
依
頼　

聴
覚
障
が
い
者

個
人
の
病
院
や
官
公
庁
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
の
手
話
通
訳

　

団
体
依
頼　

大
会
や
研
修
会

な
ど
で
の
講
師
等
の
手
話
通
訳

利
用
で
き
る
方

　

大
分
県
内
在
住
の
聴
覚
障
が

い
者
、
講
演
会
・
研
修
会
を
主

催
す
る
各
種
団
体
、
聴
覚
障
が

い
者
と
話
し
合
う
必
要
の
あ
る

家
族
・
雇
用
主
・
自
治
会
等

費
用　

無
料
（
団
体
が
主
催
す

る
講
演
会
な
ど
、
場
合
に
よ
り

費
用
負
担
有
）

申
・
問

大
分
県
聴
覚
障
害
者
協
会

☎
０
９
７
５
５
１
２
１
５
２

℻
０
９
７
５
５
６
０
５
５
６

http://w
w
w
.toyonokuni.jp/

index.htm
l

福
祉
事
務
所　

障
が
い
福
祉
係

☎
０
９
７
８

72

５
１
６
４

℻
０
９
７
８

72

５
１
７
１
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大
学
生
等
向
け
大
分
県
内
企

業
に
よ
る
合
同
企
業
説
明
会

（
東
京
）

日
時　

１
月
12
日
㈯　

午
前
11

時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

ホ
ー
ル
Ｄ
５

対
象

　
平
成
26
年
３
月
卒
業
予
定
の

大
学
生
等
（
一
般
の
方
、
大
学

１
・
２
年
生
等
の
参
加
も
可
）

問大
分
県
雇
用
・
人
材
育
成
課

☎
０
９
７
５
０
６
３
３
４
３

医
療
従
事
者・調
理
師
は

届
出
が
必
要
で
す

　

医
療
従
事
者
と
調
理
師
の
方

は
、
２
年
ご
と
に
氏
名
や
住
所

な
ど
、
12
月
31
日
現
在
の
状
況

を
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

届
出
義
務
者　

医
師
、
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
、
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
歯

科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
、
調

理
師

提
出
期
限　

１
月
15
日
㈫

提
出
先　

住
所
地
ま
た
は
就
業

地
の
保
健
所

※ 

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

は
、
就
労
し
て
い
な
い
方
も

届
出
が
必
要
で
す
。

問
　
大
分
県
東
部
保
健
所

国
東
保
健
部　

☎
０
９
７
８

72

１
１
２
７

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
石
綿
に

よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
方
へ

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発

症
し
、
そ
れ
が
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原

因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
労
災
保
険
給
付
や
特
別

遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
長
い
年
月
を
経

て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業

務
に
従
事
し
て
い
た
場
合
に

は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支
給

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災

補
償
課

☎
０
９
７
５
３
６
３
２
１
４

大
分
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
７
５
３
５
１
５
１
１

介
護
ベ
ッ
ド
の
事
故
防
止
に

つ
い
て

　

介
護
ベ
ッ
ド
用
手
す
り
（
サ

イ
ド
レ
ー
ル
な
ど
）
に
よ
る
死

亡
・
重
大
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
死
亡
事
故
の
多
く
は
、

利
用
者
の
首
が
サ
イ
ド
レ
ー
ル

と
サ
イ
ド
レ
ー
ル
の
す
き
間
や

ベ
ッ
ド
ボ
ー
ド
と
サ
イ
ド
レ
ー

ル
の
す
き
間
に
挟
み
込
ま
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
危
険

な
部
分
が
な
い
か
を
確
認
し
、

正
し
い
使
い
方
に
よ
っ
て
未
然

に
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問　

消
費
者
庁
消
費
者
安
全
課

☎
03

３
５
０
７

９
２
０
１

〝
不
法
投
棄
〞は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
犯
罪
で
す
！

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
豊
か
な

自
然
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、

生
活
環
境
の
悪
化
を
招
き
、
そ

こ
に
住
む
人
た
ち
に
対
し
て
迷

惑
を
か
け
る
悪
質
な
犯
罪
行
為

で
す
。
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
お
り
「
違
反
し
た
場

合
は
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
１
千
万
円
以
下
（
法
人
の
場
合

は
３
億
円
以
下
）
の
罰
金
ま
た

は
そ
の
併
科
に
処
せ
ら
れ
ま
す
」。

※ 

自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
、

市民団体や企業の行事・イベント情報を受け付けています
「町おこしイベントを開催するので、新聞社に連絡をしたいがどこにすればいいのか分からない」
・・・そんな皆さんにかわって、市役所が報道各社へ連絡します。
　市民団体や企業が行うボランティア活動やイベントなどで、新聞社やテレビ局への情報提供
（報道依頼）を希望する場合、市役所から報道各社へ一斉にFAX送信します。（新聞社８社、テ
レビ局４社）また、市内の道の駅・里の駅等にもイベント情報として送信します。
　希望される方は、所定の様式に内容を簡潔にまとめて記載し、広報室（ケーブルテレビセン
ター）まで提出してください。なお、イベントなどについては10日間程度の余裕を持って依頼
してください。

※ 政治・宗教・営利を目的としたもの、個人または団体等を誹謗・中傷するような内容の報道依
頼については受け付けできません。

※ 報道各社の判断ですので、必ず報道されるわけではありません。

　記載例、様式等は広報室・各総合支所地域総務課に用意しています。詳しくはホームページを
ご覧いただくか、お問い合わせください。

申し込み・問い合わせ　広報室（ケーブルテレビセンター）
☎0978－73－0200　FAX 0978－73－0202
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ご
み
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

『
不
法
投
棄
者
の
特
徴
や
車
両

の
ナ
ン
バ
ー
、
投
棄
さ
れ
た
場

所
、
廃
棄
物
の
種
類
な
ど
』
を

下
記
ま
で
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
不
法
投
棄
さ
れ
た

廃
棄
物
は
現
状
の
ま
ま
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

通
報
先

国
東
警
察
署 

☎
０
９
７
８

72

２
１
３
１
、
ま
た
は
所
轄

の
警
察
官
駐
在
所

東
部
保
健
所
国
東
保
健
部

☎
０
９
７
８

72

１
１
２
７

環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
地
域
市
民
健
康
課

問
　
環
境
衛
生
課

☎
０
９
７
８

72

９
０
０
１

試
験

大
分
県　

臨
時
職
員
採
用
候

補
者
名
簿
登
録
試
験

募
集
期
間

12
月
10
日
㈪
〜
１
月
７
日
㈪

試
験
日　

１
月
27
日
㈰

応
募
用
紙　

県
人
事
課
や
各
振

興
局
で
配
布

問
　
大
分
県
人
事
課

☎
０
９
７
５
０
６
２
３
１
１

大
分
県
教
育
委
員
会　

臨
時

職
員
・
非
常
勤
職
員
採
用
候

補
者
名
簿
登
録
試
験

募
集
期
間

12
月
10
日
㈪
〜
１
月
７
日
㈪

試
験
日　

１
月
27
日
㈰

応
募
用
紙　

県
教
育
庁
人
事
課

や
各
教
育
事
務
所
で
配
布

問
　
大
分
県
教
育
庁
人
事
課

☎
０
９
７
５
０
６
５
４
６
９

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

資
格　

中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
方

受
付
期
限　

１
月
７
日
㈪

試
験
日　

１
月
19
日
㈯

問　
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

別
府
地
域
事
務
所

☎
０
９
７
７

24

１
６
４
５

募
集

国
東
市
臨
時
職
員
募
集

職
種
（
勤
務
場
所
）

　

保
育
士
（
オ
レ
ン
ジ
保
育

所
、
安
岐
保
育
所
）、
夜
間
介

護
職
員
（
く
に
み
苑
）

※ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
募

集
し
て
い
ま
す
。（
11
月
28

日
現
在
）

申
・
問

　
総
務
課　

人
事
係

☎
０
９
７
８

72

１
１
１
１

国
東
市
地
球
温
暖
化
防
止
協

議
会
会
員
募
集　
一
緒
に
活

動
し
ま
せ
ん
か
？

　

エ
コ
に
興
味
の
あ
る
方
、
地

球
温
暖
化
に
興
味
の
あ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
の
普
及
、
マ
イ
バ
ッ
グ

持
参
運
動
の
推
進
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
の
普
及
等

年
会
費　

５
０
０
円

申
・
問

　
国
東
市
地
球
温
暖
化

防
止
協
議
会
事
務
局
（
環
境
衛

生
課
内
）

☎
０
９
７
８

72

９
０
０
１

大
分
県
要
約
筆
記
者
養
成
講

座
受
講
生
募
集

期
間

【
前
期
】

１
月
13
日
〜
３
月
30
日　

11
回

【
後
期
】

４
月
13
日
〜
６
月
29
日

10
回

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
セ

ン
タ
ー
（
大
分
市
大
津
町
１
丁

目
９
番
５
号
）

募
集　

30
人

費
用　

テ
キ
ス
ト
代　

前
期

１
、５
０
０
円　

後
期
１
、８
０
０

円　

教
材
費　

１
、０
０
０
円

申
込
期
限　

12
月
25
日
㈫

申
・
問

大
分
県
聴
覚
障
害
者
協
会

☎
０
９
７
５
５
１
２
１
５
２

℻
０
９
７
５
５
６
０
５
５
６

講
習

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

講
習
の
種
別
及
び
講
習
日

第
１
種
消
防
設
備
点
検
資
格
者

　

１
月
29
日
㈫
〜
31
日
㈭

第
２
種
消
防
設
備
点
検
資
格
者

　

２
月
５
日
㈫
〜
７
日
㈭

場
所　

大
分
県
農
業
共
済
組
合

連
合
会　

３
階
大
会
議
室

受
付
期
間

12
月
17
日
㈪
〜
１
月
18
日
㈮

申
・
問

㈶
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
５
３
７
３
１
２
５

再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

１
月
20
日
㈰　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分

場
所　

新
日
鐵
住
金　

攻
玉
寮

対
象
　
介
護
の
資
格
を
持
ち
、

［広告］

現
在
福
祉
の
仕
事
に
つ
い
て
い

な
い
方

申
込
期
限　

１
月
10
日
㈭

受
講
料　

無
料

申
・
問 

大
分
県
介
護
福
祉
士
会

☎
０
９
７
５
５
１
６
５
５
５

相
談

行
政
相
談

日
時　

12
月
12
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

国
東
町　

国
東
老
人
憩
い
の
家

武
蔵
町　

 

武
蔵
中
央
公
民
館　
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相
談
室

問
　
大
分
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
７
５
３
２
３
７
１
５

総
務
課
総
務
係

☎
０
９
７
８

72

１
１
１
１

消
費
生
活
相
談
窓
口

布
団
な
ど
の
訪
問
販
売
、
電

話
勧
誘
販
売
、
多
重
債
務
、
未

公
開
株
、
賃
貸
住
宅
ト
ラ
ブ

ル
、
海
外
宝
く
じ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
関
連
な
ど
で
お
困
り
の

場
合
、
早
め
に
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
国
東
市
消
費
生
活
相
談
窓

口
（
商
工
観
光
課
）

☎
０
９
７
８

72

５
１
６
８

大
分
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
５
３
４
０
９
９
９

大
分
県
行
政
書
士
会

無
料
相
談
会

日
時　

12
月
19
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

大
分
県
行
政
書
士
会

（
大
分
市
城
崎
町
・
大
分
県
住

宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階
）

相
談
内
容

　
遺
言
・
遺
産
相

続
・
不
動
産
関
連
・
そ
の
他

問 

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７
５
３
７
７
０
８
９

求
人
情
報

市
内
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

従
業
員
を
募
集
中
で
す
。

◆
㈱
秋
田
建
設
工
業
（
普
通
土

木
作
業
員
）◆
㈱
エ
ー
エ
ス
オ
ー

大
分
事
業
所
（
航
空
機
地
上
支

援
専
門
職
）
◆
宮
川
仏
壇
㈱
国

東
工
場
（
営
業
）
◆
く
に
さ
き

エ
コ
シ
ス
テ
ム
㈱
（
し
尿
の
汲

取
り
と
ゴ
ミ
収
集
）
◆
べ
つ
だ

い
マ
ジ
ッ
ク
24（
シ
ョ
ッ
プ
チ
ー

フ
）
◆
ヘ
ル
メ
ッ
ト
潜
水
㈱
（
一

般
事
務
）
◆
宝
工
業
㈱
九
州
工

場
（
機
械
加
工
【
旋
盤
加
工
】）

◆
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス

㈱
（
商
品
加
工
・
野
菜
の
集
荷

配
達
）
◆
㈱
ウ
エ
ダ
薬
品
（
登

録
販
売
者
）
◆
㈲
フ
ク
ミ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
貨
物
配
送
員
）

◆
パ
ス
カ
ル
大
分
㈱
大
分
工
場

（
精
密
機
械
組
立
・
一
般
事
務
・

機
械
加
工
・
溶
接
）
◆
㈲
Ｂ
Ｇ

Ｏ
（
車
の
整
備
及
び
パ
ー
ツ
の

交
換
）
◆
ヤ
マ
エ
レ
ン
タ
リ
ー

ス
㈱
オ
リ
ッ
ク
ス
レ
ン
タ
カ
ー

大
分
空
港
店
（
レ
ン
タ
カ
ー
業

務
員
）
◆
向
陽
グ
リ
ー
ン
フ
ー

ズ
㈱
（
農
場
管
理
者
）
◆
型
研

精
工
㈱
大
分
工
場
（
自
動
機
の

電
気
制
御
技
術
者
）
◆
麻
田

建
設
㈲
（
土
木
施
工
管
理
技
術

者
）
◆
㈱
大
分
エ
ア
ポ
ー
ト
バ

ス
（
貸
切
バ
ス
運
転
手
）
◆
佐

藤
建
設
㈱
（
土
木
作
業
員
）
◆

む
さ
し
整
形
外
科
医
院
（
作
業

療
法
士
）
◆
安
岐
の
郷
（
調
理

員
）
◆
㈱
エ
ム
ケ
イ
企
画
（
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
店
長
候

補
）
◆
㈱
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ　

エ
ー
ス（
販
売
）
◆
ス
タ
ー

コ
ッ
ク
ス
㈱
（
成
形
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
）
◆
国
東
中
央
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
介
護
職
員
・
看
護
助
手
・

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
）
◆
㈲

国
東
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
介

護
職
員
）◆
あ
お
ぞ
ら
病
院（
医

療
事
務
・
総
務
職
員
）
◆
山
口

水
道
工
業
㈱
（
水
道
配
管
工
）

◆
メ
デ
ィ
ケ
ア
亀
寿
苑
（
看
護

師
）
◆
末
綱
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
看

護
師
・
介
護
職
員
）
◆
東
国
東

自
動
車
整
備
協
業
組
合
（
自
動

車
分
解
整
備
）
◆
㈲
イ
チ
カ
ワ

物
産
（
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ

フ
）◆
ふ
じ
が
き
歯
科
医
院（
歯

科
衛
生
士
）
◆
㈱
サ
ン
ク
ロ
ー

バ
国
見
工
場
（
肌
着
製
造
）
◆

㈲
巴
田
建
材
店
（
取
付
営
業
配

達
員
）
◆
㈲
堀
田
産
業
（
建
設

作
業
員
）
◆
ウ
ェ
ル
ハ
ウ
ス
し

ら
さ
ぎ
（
介
護
職
員
）

　

以
上
の
求
人
は
11
月
20
日

現
在
の
国
東
市
関
係
の
一
部
で

す
。
他
に
も
多
く
の
求
人
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

直
接
相
談
室
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

別
府
公
共
職
業
安
定
所

国
東
地
域
職
業
相
談
室

☎
０
９
７
８

72

０
９
５
２
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12・１月の休日在宅当番医 12・１月の休日歯科当番医

※「お誕生日おめでとう！」「お悔やみ申し上げます」のコーナーについては、掲載希望の申し出のあった方を掲載しています。

10月21日～11月20日までの届出分

10
月

11
月

11
月

※休日当番医は変更になることがありますので、
　電話でご確認のうえ受診してください。
　国東市民病院（安岐町下原 ☎67－1211）・
　あおぞら病院（国東町小原 ☎72－0455）は
　救急指定病院です。

月  日 病  院  名 所  在  地 電話番号月  日 病  院  名 所  在  地 電話番号

国見町伊美

安岐町中園

国東町田深

国東町小原

国見町大熊毛

国東町安国寺

国東町北江

国東町綱井

国東町鶴川

武蔵町古市

国東町富来浦

武蔵町古市

国東町田深

安岐町塩屋

国東町岩屋

安岐町下原

国見町伊美

武蔵町糸原

82-1251

67-2012

72-0168

72-0455

89-9414

72-1158

73-2200

72-0365

72-3001

69-0171

73-3010

69-0889

72-0433

67-2127

72-0345

67-2800

82-0490

69-0111

12月9日

12月16日

12月23日

12月24日

12月30日

1月1日

1月2日

1月3日

1月6日

12月9日

12月16日

12月23日

12月24日

12月29日

12月30日

12月31日

1月1日

1月2日

1月3日

1月6日

栗林歯科医院

アキモト歯科医院

川野歯科医院

ふじがき歯科医院

岐部歯科医院

矢野歯科医院

清末歯科医院

さいとう歯科医院

なかよし歯科医院

岸本歯科診療所

ざいぜん歯科

国東町鶴川

安岐町西本

武蔵町古市

国見町伊美

国見町伊美

安岐町瀬戸田

国東町富来浦

安岐町塩屋

武蔵町古市

国東町鶴川

国東町小原

72-0038

67-2677

68-1574

82-1011

82-0078

67-0499

74-0102

67-2980

68-0118

72-0206

72-1042

国見病院

朝倉内科医院

ふくだクリニック

あおぞら病院

はるかぜ醫院

橋永医院

国東中央クリニック

あさひクリニック

福永胃腸科外科医院

むさし整形外科医院

富来Ｋ．クリニック

牛嶋内科胃腸科クリニック

末綱クリニック

定村内科医院

松木医院

メープル尽クリニック

堀田医院

たてわき眼科

６日　安岐町下原 石　丸　政　喜（90）
７日　武蔵町吉広 渡　邉　佳　子（49）
 安岐町両子 渡　邊　儀　勝（89）
９日　国東町治郎丸 吉　田　シヅカ（106）
10日　安岐町朝来 伊　東　セツヱ（89）
11日　安岐町糸永 稙　田　一　利（81）
12日　国東町浜 清　國　ハツネ（96）
13日　国見町赤根 藤　原　　　　（88）
 国東町富来浦 行　松　二三子（96）
 国東町田深 入　江　フジ子（86）
 安岐町下原 今　富　ヲリト（84）
 安岐町塩屋 酒　井　純　生（82）
14日　国見町伊美 小　畑　ミヨカ（84）
15日　国見町向田 猪　俣　定　守（65）
 国東町来浦 三ケ尻　タマヱ（92）
 安岐町下原 本　多　ヨシノ（104）
16日　国見町向田 吉　岡　久　敏（76）
 武蔵町糸原 堂　守　信　子（85）
 安岐町朝来 田　邉　ヒデコ（92）
 安岐町油留木 宮　﨑　　　一（85）
18日　武蔵町志和利 阿　部　元　彦（79）
19日　国東町来浦 三ケ尻　人　生（77）
 国東町横手 岩　本　幸　敏（74）
20日　安岐町成久 平　野　トヨ子（90）

20日　国東町浜崎 安　松　　　清（90）
 武蔵町糸原 鈴　木　　　清（92）
21日　国東町赤松 西　田　愼太郎（72）
 国東町鶴川 森　　　展　子（59）
 安岐町朝来 林　田　盛　人（87）
22日　国見町向田 小　野　春　美（85）
 国東町下成仏 寅　丸　一　郎（61）
23日　国見町岐部 井　本　高　義（84）
25日　国東町北江 田　口　泰　博（88）
 国東町小原 佐　藤　駿一郎（83）
 武蔵町内田 末　廣　　　元（72）
 武蔵町小城 坂　本　則　雄（88）
29日　国見町野田 𡈽　田　秀　美（58）
 武蔵町内田 有　次　フサヱ（96）
 安岐町矢川 安　部　ヒデコ（93）
30日　武蔵町小城 秋　國　良　一（79）
31日　国東町来浦 猪　俣　　　誠（85）
 国東町鶴川 猪　下　ミツ子（75）　
２日　国東町小原 末　房　ヨシ子（93）
 武蔵町池ノ内 中　磨　武　彦（92）
 安岐町中園 矢　野　ヱツ子（89）
４日　国東町原 溝　部　幸　治（85）
５日　国東町小原 黒　木　　　義（84）
 安岐町成久 小　俣　文　子（95）
６日　国東町田深 秦　　　弥　生（84）
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住宅名 部屋番号 家賃（円）

家賃（円） 備考

間取り

間取り住宅名

戸
数

国
見
町

国
東
町

武
蔵
町

安
岐
町

土木建築課住宅係
国見総合支所地域産業建設課
武蔵総合支所地域産業建設課
安岐総合支所地域産業建設課

☎0978-72-1111 内線197
☎0978-82-1114 内線234
☎0978-68-1972 内線33
☎0978-67-1116 内線243

１、２、３階 35,000
４、５階 30,000３ＤＫ

３ＤＫ
４Ｋ
２ＤＫ
４Ｋ

サンコー　
ポラス富来
県営国見
県営吉木

県営小川
県営月山

21,700～32,300
15,800～23,500
19,100～28,900
16,800～25,000

所得制限なし

所得制限あり
所得制限あり
所得制限あり
所得制限あり

10
月

11
月

■入居者資格
（１）現に同居し、又は同居しようとする親族があること
　　（高齢者・障がい者等は１人でも入居可）
（２）現に住宅に困窮していることが明らかであること
（３）県民税または市町村民税、公営住宅使用料等を

滞納していないこと
（４）条例で定める基準の収入であること
（５）入居者及び同居者が暴力団員ではないこと

■申込手続
　入居を希望される方は、印鑑持参の上、住民票、所
得額証明書及び市税等完納証明書などの必要書類を
揃えて、12月19日（水）までに国東市役所土木建築課
または各総合支所地域産業建設課へお越しの上、お
申し込みください。

■入居可能日  １月１日（火）
　※随時募集は除きます

■その他
　入居資格のある申込者が複数あり､住宅困窮度が定
めがたい場合は、抽選とします。
　抽選会及び説明会は、12月20日（木）午後１時30分
から国東市役所第２庁舎会議室で行います。
　入居者資格等詳細については、下記までお問い合わ
せください。

■問い合わせ

国東市営（公営）住宅の入居者を募集します国東市営（公営）住宅の入居者を募集します

随時募集（申込時に入居可能日をお知らせします）

（　　）内は保護者の名前／10月21日～11月20日までの届出分

10日 国見町伊美 江　本　なずな（純一・八千代）

11日 武蔵町池ノ内 野　田　八　雲（裕晃・美子）

18日 国東町田深 福　田　結　里（智宏・睦美）

 武蔵町池ノ内 鶴　田　礼　旺（康徳・真紀）

19日 国見町向田 大　海　航　生（純一・絢子）

20日 安岐町下原 上　野　　　遥（賢治・香菜子）

22日 国見町岐部 河　村　ゆ　さ（敬一・カヨ）

30日 国東町鶴川 楠　本　悠　貴（史之・桂子）

八坂団地

伊美団地
花開団地
浜団地
平床団地
小原団地
重藤団地

武蔵
グリーンヒル

月山団地
武渓住宅

向陽台団地

川原住宅
楓江住宅

かえで住宅

日向住宅

向陽台住宅

1B-1-1号
1B-5-3号
2B-1-4号
C-6号
D棟
2号
5-2号
6-11号
2-3号
61-1号
72-1号

4-2号（単身者用）
E-3号
A棟
C棟
J棟
212号
11-5号
123号
213号
224号
5-7号
7-10号
A2-2号

11,900～17,700
14,900～22,100
13,800～20,500
9,300～13,900
45,000

15,900～23,600
15,900～23,600
21,000～31,200
16,400～24,400
20,200～30,100
22,100～33,000

38,000
17,000～25,300

51,000

62,000

18,200～27,200
15,800～23,500

54,000

44,000

56,000

3K

4K

1K
3LDK
4K
4K
3DK
4K
2LDK
2LDK
1LDK
3LDK
4LDK

3LDK

3DK
4K

3LDK

3LDK

3LDK

3

1
1
1
1
1
1

3

1
1

2

1
1

3

2

1

１日 安岐町下原 安　田　龍　斗（真一・恵子）

２日 安岐町馬場 奥　田　徠　夢（将悟・美沙希）

７日 国見町小熊毛 秋　元　真　央（真治・佳恵）

 国東町小原 黒　木　　　楓（隆博・瑞穂）

10日 安岐町中園 金　田　統　真（三寛・久美子）

 安岐町西本 芦　刈　寧　々（恭兵・千恵）
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や くも らい む
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国
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固定資産税（３期）・国民健康保険税（６期）・
介護保険料（７期）・後期高齢者医療保険料（６期）

納期限12月25日（火）

12月の納税

問い合わせ 税務課　☎0978－72－1111（　）内は前月比

ひとのうごき（10月31日現在）
人　口　31,687 　人　（－37）
　男　　15,100 　人　（－27）
　女　　16,587 　人　（－10）
世帯数　13,464 世帯（－  9）

元プロ野球選手  小久保  裕紀  講演会　  演題「一瞬に生きる」
◆日　時　平成25年１月26日（土）午後２時～
◆場　所　国見生涯学習センター　みんなんかん ホール
◆入場料　一般（中学生以上）500円（前売り・当日）

※市内在住の小学生以下は無料です。（入場整理券を下記チケット取扱所で配布します）
◆チケット販売　みんなんかん、竹田津・熊毛改善センター、アストくにさき、武蔵・

安岐中央公民館で 12月17日（月）発売開始 予定
※定員になり次第、販売を締め切らせていただきます。

◆問い合わせ　国東市教育委員会  国見分室  ☎0978-82-1115  FAX 0978-82-0205

くにさきの文化財 「
市
指
定
文
化
財  

椿
八
幡
神
社
神
門
」の
改
修
工
事
を
公
開

　
椿
八
幡
神
社
は
、
社
伝
に
よ
る
と
、
天
平
神
護
元
（
７
６
５
）
年
、
宇
佐
八
幡
の
分
霊
を
武

蔵
町
三
井
寺
の
御
在
所
山
の
山
上
に
お
祀
り
し
、
治
安
３
（
１
０
２
３
）
年
の
火
災
を
機
に
現

在
の
場
所
に
社
殿
が
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
武
蔵
郷
は
古
代
・
中
世
に
お
い
て
宇
佐
八
幡
の
神
領
で
あ
り
、
椿
八
幡
神
社
は
郷
内
の
八
幡

信
仰
の
中
心
と
し
て
重
き
を
な
し
て
き
ま
し
た
。

　
室
町
時
代
に
今
市
城（
現
在
の
武
蔵
中
学
校
）を
築
い
た
田
原
氏
は
、
椿
八
幡
社
を
崇
敬
し
、

社
殿
の
造
営
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
杵
築
藩
主
松
平
氏
に
よ
る
造
営
・

改
修
が
行
わ
れ
、
地
域
の
厚
い
信
仰
を
集
め
て
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
神
門
は
木
造
平
屋
建
て
で
屋
根
は
瓦
葺
き
・
入
母
屋
造
り
の
四
脚
門
で
す
。
棟
札
の
記
述
か

ら
延
宝
６
（
１
６
７
８
）
年
に
寄
進
さ
れ
、
文
化
元
（
１
８
０
４
）
年
に
屋
根
の
茅
葺
を
瓦
葺

に
替
え
る
な
ど
の
改
修
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
門
は
平
成
17
年
に
市
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
瓦
の
破
損
部
な
ど
か
ら
の
雨
漏
り
や
、
長
年
の
風
雨
に
よ
る

腐
食
や
虫
害
に
よ
り
木
材
が
傷
ん
で
き
た
た
め
、
今
年
度
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
修
理

作
業
は
ま
ず
屋
根
瓦
を
全
て
下
ろ
し
た
後
、
屋
根
を
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
し
て
柱
な
ど
の
部
材
を

解
体
し
て
補
修
し
、
再
び
復
元
し
ま
す
。

　
今
回
、
椿
八
幡
神
社
の
協
力
に
よ
り
改
修
工
事
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。
普
段
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
神
門
の
屋
根
組
み
な
ど
を
間
近
で
ご
覧
に
な
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

公
開
日
　
12
月
23
日
（
日
）

公
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10
時
〜
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所
　
武
蔵
町
三
井
寺
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社
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内
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財
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第12回世界に聴く！みんなんかん講演会
 

1971年10月８日生まれ。
和歌山県出身。今年６月、
けがと闘いながら史上41人
目の2000本安打を達成。
10月に19年間の現役生活
の幕を閉じる。
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ど
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の
人
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み
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何
の

く
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な
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で
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か
？

お
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ま
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い
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★12月16日㈰は衆議院選挙の投票日です。


